
小学生のスポーツ活動における
保護者の関与・負担感に関する調査研究

（速報値）



－調査概要－

●調査目的
保護者が子どものスポーツ環境を「ささえる」行動の実態や、子どもの
スポーツ環境やそれを「ささえる」体制に関する保護者の意識を明らか
にする。

●調査方法・調査対象

インターネット調査。小学1～6年生の第1子をもつ母親が対象。第1子の属性
が各学年男女400名ずつになるように回収した。有効回答数は 2,368名。
※小学生の子どもが複数いる場合は、第1子について回答してもらった。

●調査時期

2017年2月

●主な調査項目

●調査結果を読む上での注意点
・本報告では、「団体（クラブ・教室等）に所属して定期的に行っているスポーツ活
動」を「スポーツ活動」と略している。
・図表中の「人口規模別」の人口は、居住地（市区町村）の回答をもとにして特定・算
出している（総務省「平成28年1月1日住民基本台帳人口・世帯数、平成27年（1月1日か
ら同年12月31日まで）人口動態（市区町村別）（総計）」を使用）。
・図表中の「保護者の期待別」「地域クラブ所属別」については、それぞれ「子どもの
運動能力への期待（図1-3参照）」「所属する団体の種類（図1-4参照、「地域のスポー
ツクラブ」所属の有無で分けている）」の回答結果をもとに分析している。
・表中の数値は、全て列％で表示している。また、数値で5ポイント以上の差がある場合
には< >、10ポイント以上の差がある場合には≪ ≫の記号をつけている。

- 2 -

全員への質問

●現在行っているスポーツの種目
*団体（クラブ・教室等）に所属しているものに限る
*学校の授業、家族や友達と行うだけの活動は除く

●所属する団体の種類
●実施頻度

●保護者の関与
・母親の関与、父親の関与
・保護者組織の有無
・母親のやりがい、負担感
・母親自身の変化

現在行っている種目がある場合の質問
（スポーツ活動をしている子）

●スポーツ活動をしていない理由
●子どもがスポーツ活動をする
場合の母親の負担感

現在行っている種目がない場合の質問
（スポーツ活動をしていない子）

●子どもの運動能力への期待
●満足度
●スポーツ環境に対する意見

●家庭環境、保護者の属性 等

p7～ p13～

p15～
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－基本属性－

●子どもの性別・学年

Ⅰ. 子どものスポーツ活動（クラブ・教室等）・・・・・・・・・・・・・・ｐ４
Ⅱ. スポーツ活動をしている子どもの家庭・・・・・・・・・ｐ７
Ⅲ. スポーツ活動をしていない子どもの家庭・・・・・・ｐ１２
Ⅳ. 子どものスポーツ環境に対する意識 ・・・・・・・・・・ｐ１５

－目次－

（人）

1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生 1年生 2年生 3年生 4年生 5年生 6年生

199 198 199 198 195 197 196 196 198 198 197 197 2,368

男子 女子
合計

20.7 36.6 30.5 12.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

35歳以下 36～40歳 41～45歳 46歳以上

36.5 47.2 13.3

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

1人 2人 3人 4人以上

●母親の年齢 ●子どもの人数

●母親の就業形態 ●世帯年収

21.2 26.1 18.5 18.3 15.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

400万円未満 600万円未満
800万円未満 800万円以上
わからない／教えたくない

12.8

1.9

1.0

30.7

2.1

51.3

0.3 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

正社員・正職員 契約社員・嘱託
派遣社員 パート・アルバイト
自営業（家族従業者を含む） 専業主婦
その他

●居住地（市区町村）の人口規模

27.2 8.2 64.6 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

政令市 東京都区部 その他の市町村

18.7 17.8 27.5 35.9

0.1 

0% 20% 40% 60% 80% 100%

10万人未満 10万人以上20万人未満

20万人以上50万人未満 50万人以上

不明


